
【検討の余地があるもの】

ゴミがないきれいな市になってほしい。そのために――

提案主題 生徒からの提案要約

１．使い捨て製品の

使用減少

ポイ捨てする人が増えていることと、使い捨て製品が増えてゴミとして捨てる

人が増えていることが、東御市の問題点と思うため、使い捨て製品の使用を減

らすという活動を提案します。

そのために、エコバッグやマイボトルといった再利用できるものの使用を、チ

ラシやホームページで呼びかけすることを提案します。

２．ゴミ拾いイベン

トの実施

東御市はポイ捨てが多いのに、ゴミ拾いする人が少なく、また、市民間での交

流も少ないと思います。

そこで、長野市、松本市、上田市で行われている「清走中」という活動をする

ことを提案します。

「清走中」とは、長野市、松本市、上田市などで行われているゴミ拾いと「逃

走中」という番組のゲームを組み合わせたイベントです。

この活動で、子供を中心に楽しみ、知らない人などとも交流が行え、遊びなが

らの活動なので参加人数が増えると思います。

私は、ゴミ拾いイベント「スポ GOMI」大会の開催を提案します。
これは皆が簡単に参加でき、いろいろな人と楽しくゴミ拾いができ、またやり

たいと思ってくれると思います。

「スポ GOMI」とは
企業や団体が取り組む従来型のごみ拾いに、「スポーツ」のエッセンスを加え、

今までの社会奉仕活動を「競技」へと変換させた日本発祥の全く新しいスポー

ツ。

3～5名でチームを組み、60分程度の時間のうちに集めたごみの種類・重さに
よってポイントを獲得し、合計ポイントを競う。

スポ GOMIの開催を提案します。
スポーツとして皆と競いながらゴミを拾うことで、「勝つぞ」という気持ちにな

って拾ってくれると思います。

東御市にはポイ捨てゴミが多く、またゴミゼロの日（5/30）の活動が少ないと
感じています。

そこで、5月 30日にゴミ拾いイベント「ゴミ拾いウォークラリー」を実施する
ことを提案します。

チームで指定地点を回り、ビンゴ形式で判子をするというものです。

これにより、色々な場所を回ってゴミ拾いができるようになり、東御市の自

然・名所なども知ってもらえると思います。



提案主題 生徒からの提案要約

３．ゴミの分別に関

する周知

私たちはゴミ拾い登校やポスター作製など、ゴミを減らす活動を行ってきまし

た。

ポイ捨てを誰がしているかを考えたとき、通学路などは市民だと思いますが、

コンビニや公園は観光客の可能性が高いと思いました。

東御市の分別は厳しいですが、それによってポイ捨てする観光客、市民がいま

す。そのため、もう一度丁寧に観光客を中心に分別やポイ捨て禁止を伝えれば、

ゴミは少し減ると思います。

４．祢津小６年生の

活動周知や東御市

の現状周知

私たちは１年間、ポイ捨てされたごみ拾い活動をしました。東御市のごみ排出

量は少ないそうですが、ポイ捨てゴミが沢山ありました。

そこで、私たちのごみ拾い活動を広報に取り上げてもらうことを提案します。

多くの人に活動を知ってもらうことで、「小学生がゴミ拾いしているから、私た

ちも拾おう」と思ってくれると思います。

市民にゴミが沢山落ちていることを知らせることで、行動が起きると考えま

す。

そのため、市民に知らせ、ポイ捨てに対する意識を強くするとよいと思います。

私たちがゴミ拾い活動をしたところ、ゴミがかなり多いと感じました。これを

解決するために、動画を作成し、長野県全体に現状を伝えることが必要と思い

ます。動画にすることで子供でも見てくれると思います。

また、新聞の四コマ漫画で事のことを伝えれば、高齢者の人にも見てもらえる

と思います。

５．ポスター等の掲

示

私たちが回収をしてきた中で気になる場所は、歩道・道路・河川・河川敷でし

た。そこで、これらの場所へのポイ捨て禁止を啓発するポスターの掲示を提案

します。

東御市の抱える問題点は、ポイ捨てゴミがあることと、プラゴミが増え続けて

いることと思います。

これを改善するため、詰め替え用製品の購入や、不要なものを購入しないよう

呼びかけるとよいと思います。

呼びかけの活動には、ゆるキャラやポスターを作って行うとよいと思います。

これにより子供へ呼びかけ、その親にも呼びかけが伝わります。

ゴミを捨てる人は「自分さえよければいい」という気持ちから捨てていると思

います。なので、誰もが目に着くのぼり旗や持ち歩きやすいもので、東御市の

現状・ポイ捨て問題について知ってもらい、「気を付けなければいけない」とい

う気持ちを持ってもらうとよいと思います。



提案主題 生徒からの提案要約

６．監視カメラの設

置

私たちは、東御市が観光客の多い市になってほしいと考えています。

ですが、現在の東御市ではお店付近、歩道、人気の少ない場所にゴミが多く捨

てられています。このポイ捨ては、東御市が汚いというイメージを観光客に与

えるだけではなく、プラスチックゴミが海まで流れて、魚が食べてしまったり

します。

そこで、ポイ捨てに対する罰金などを作り、ポイ捨てしている人を見つけるた

めの防犯カメラを設置すればよいと思います。

市のHPを見ると、令和２年３月に登下校防犯プランによる合同点検で市内９
か所へ防犯カメラが設置されたとありした。

監視カメラが設置されれば、どの人がポイ捨てしているのかわかり、また、見

られていることでポイ捨てし辛くなると思うので、ポイ捨ての多い場所にも監

視カメラの設置をしてほしいです。

７．市全体でのごみ

拾い活動

私たちは月に１回、登校中にゴミ拾いを実施しました。ですが、私たちだけで

は一部分しかきれいにできないため、市全体でゴミ拾いをすればきれいになる

と思います。

また、市民の協力を得るために、ごみを拾うことで買い物等に使えるポイント

を貰える仕組みがあればよいと思います。

市全体で週に１回、ごみ拾いをお願いします。

インターネットで市長がゴミを減らす活動をしていることを知りましたが、市

民には伝わっていません。市長自身にも市民に届くゴミ拾い活動をしてくれる

ととても嬉しく、市民にも伝わると思います。

８．ゴミなし地蔵の

設置

ゴミを減らす提案として、ゴミなし地蔵の設置活動とチラシ、軍手を配る活動

を提案します。

ゴミなし地蔵については昔から活用されていて、その周りにはゴミが少なく、

地蔵自体も不要になった木材の再利用のためエコだと思います。東御市の PR
にもなります。

インターネットでゴミなし地蔵についてみました。そこでは、ゴミなし地蔵に

より多くの人の関心が集まり、抑止効果があったそうです。東御市では人が集

まる田中商店街、駅前、ベイシアなどにゴミが多いので、そういった場所に設

置をお願いします。

９．ポイ捨てという

言葉を不法投棄に

変更

ポイ捨てゴミによって、火災や野生生物の殺傷、海洋プラスチック問題などの

社会問題の原因となっています。

不法投棄は法令に違反した処分方法であり、ポイ捨ても同じだと思います。私

たちは「ポイ捨て」という軽い言葉で表現されているために軽く考えていると

思いますが、火災などの原因となるのに軽い言葉でよいのでしょうか。

ポイ捨てという言葉を不法投棄という言葉にすることを提案します。



【実施が難しいもの】

提案主題 生徒からの提案要約

10．広報車によるパ

トロール

ポイ捨てゴミの内訳で一番多いと感じたのがコーヒーの缶やたばこで、大人の

ゴミが多いと感じました。

長野県は過去、ゴミの排出量が少ない県１位だったのに、こんなに多いのはや

ばいと感じます。

そこで、「ゴミ減量募金」を行い、その資金で、選挙の時のような車を借りて「ポ

イ捨てすると罰金がある」と呼びかけをすればよいと思います。

ポイ捨ての原因の一つは、ポイ捨てを軽く考えている人が多くいることにあり

ます。そのため、ポイ捨てが犯罪であるということを知ってもらえれば、ポイ

捨ては減ると思います。

そのためには、選挙活動の車のように、多くの人に情報を伝えるものを使って、

犯罪だと知ってもらうとよいと思います。

また、「バレなければいい」と考える人への対処として、ポイ捨て防止のパトロ

ールを強化し、見かけたら注意するとよいと思います。

「ポイ捨てしたら注意・罰金された」という話があれば、自分も見つかるかも

と思って減ると考えます。

東御市中のパトロールをすることを提案します。

これにより、ポイ捨てをし辛くなるほか、見かけたときに注意することができ

ます。

市のHPでは川のゴミ拾いのパトロールをしていたようですが、街中に広げて
はどうでしょうか。

提案主題 生徒からの提案要約

11．ゴミ袋の持ち歩

き及び道具支援

ポイ捨てする理由は、カバンなどにゴミを入れるのが嫌だからではないかと思

います。

そこで、ゴミ持ち帰り袋というものを作り、公共施設などに置いておくことを

提案します。

また、袋に「このゴミ袋１つ処理するのに○○円かかります」といったことを

載せたり、設置場所に「ゴミを持ち帰ってください」とポスターを張ったりす

ることを提案します。

ゴミ拾い登校を何度か行って毎回感じることは、「意識をしながら歩くと沢山

のゴミが落ちていることに気づく」ということです。ですが、今の東御市の現

状はゴミが落ちていてもゴミ袋を持っていなくて拾うことができず、ゴミのや

り場にも困り、ゴミが減らずに増えていくばかりだと思います。

そこで、移動時に燃える・燃えないゴミ袋を持ち歩くことを提案します。



提案主題 生徒からの提案要約

11．ゴミ袋の持ち歩

き及び道具支援

私は、ゴミ袋を普段から持ち歩くことを提案します。

そうすることで、普段からポイ捨てせずにそこに仕舞うことができ、落ちてい

るゴミを拾うこともできます。

自分たちだけが活動してもきれいにならないので、他の人が知れるよう、チラ

シと軍手を配布することを提案しますこれにより、現状を知った人が配った軍

手を使ってゴミ拾いしてくれると思います。

12．ゴミ箱の設置 市内にゴミ箱を設置することを提案します。

ゴミ箱を設置することで、道路に落ちているゴミは少なくなると思います。

家庭ゴミの持ち込みについては「家庭ゴミダメ」といったポスターを貼ること

で対応し、僕たちが拾ってきた中で多かった、人通りが少ない場所やコンビ

ニ・スーパーの近くに設置してほしいです。

ゴミの回収にはお金が掛かると思いますが、それには予算を増やして対応して

ほしいです。

僕たちはこれまで、通学路のゴミ拾いをしてきましたが、たばこや金属、缶、

ビンなどが多く落ちていました。

こういったゴミを捨てる人たちは、「ゴミを捨てる場所がない」と思っているか

らポイ捨てするのではないかと思います。そこで、路上にゴミ箱を設置するこ

とを提案します。

また、ゴミの回収などに使う税金を増やして、ゴミ箱の中身も市で回収をして

ほしいです。

中央公園の中や自動販売機の横などにはゴミ箱が設置されているが、街中には

ありません。

ゴミ箱が各地にあるとポイ捨てをせずにゴミ箱に捨てると思うので、市内への

ゴミ箱の設置を提案します。

13．ゴミ分別の簡略

化

ポイ捨てをする人は「分別が難しい」、「分けるのが面倒」、「処理費用が高い」

と考えており、捨てる日も細かい（第１火曜日は茶色ビン、第２火曜日は無色

ビンと分かれている）ので分かりづらそうです。東御市の分別を簡単にできる

ようにすることを提案します。



＜提案内容に対する当市の対応方針について＞

【提案内容のうち、実現に向け検討するもの】

１．使い捨て製品の使用減少に関する啓発

市報等によるマイバッグ利用等呼びかけを更に実施します。

２．ゴミ拾いイベントの実施

河川パトロールや東御清翔高校と連携し、企業や市民を巻き込んだイベントの検討します。

３．ゴミ分別の周知

従来通り、広報や HP等による周知を継続します。
４．祢津小６年生の活動や東御市の現状周知

令和３年５月号へ掲載予定です。

５．ポスター等の掲示

小学生を対象に不法投棄防止ポスターコンテストを実施し、入賞作品のポスターを看板化し、地

域への貸し出しすることを検討します。

６．監視カメラの設置

国・県等の支援事業について調査し、活用可能である場合は設置の検討を行います。

７．市全体でのゴミ拾い活動

まちをきれいにする月間による清掃活動を継続するほか、春秋に行われる河川パトロールでの地

域参加の検討及びマイナポイントとの連係したポイント付与の検討を行います。

８．ゴミなし地蔵の設置

ゴミなし地蔵の代わりに効果のあるロープ張りを広報等で周知することとします。

９．ポイ捨てという言葉を不法投棄に変更

広報等で周知をする際には「不法投棄」という言葉を使用します。

10．広報車によるパトロール

週１回、市内全域で不法投棄防止パトロールを実施しています。不法投棄防止のアナウンスを流

すことは難しですが、パトロールの際に車両へ「不法投棄パトロール中」というマグネットを張っ

て行うことで不法投棄の防止に努めます。

【提案内容のうち、実施が難しいもの】

11．ゴミ袋の持ち歩き啓発及び道具支援

持ち歩きの啓発については効果の確認が難しく、また、道具支援については指定袋等の無料配布

と同じであることから実施が難しいと考えます。

12．ゴミ箱の設置

設置後のゴミ回収に関する費用及びゴミ箱の管理費用が負担となるため実施は難しいと考えます。

13．ゴミ分別の簡略化

ゴミの分別が細かいことでリサイクル等が適切に行え、ゴミの排出量も減少するという効果が出

ているため、簡単にすることは考えていません。


